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§１ はじめに 

 阪神・淡路大震災以降近年では新潟県中越地震をはじ

め福岡県西方沖地震もあり、より一層首都圏都市直下型

地震や東海地震等の発生が懸念される。大都市には業務

施設や商業施設、集客施設、学校等が集中しており、多

くの通勤・通学者・買い物客等が訪れている。大地震が

発生し交通機関がマヒした場合、想像を超える多くの帰

宅困難者数になる恐れがあり、大きな混乱が予想される。 

 そこで、本研究では首都圏で特徴的な課題である帰宅

困難を取り上げ、本報では東京都の対策や各地域の対策

の現状把握、および阪神・淡路大震災を中心に過去の被

害事例をもとに京王線沿線の甲州街道を対象に評価する。 

§２ 調査方法 

 東京都および新宿区の地域防災計画書１,2）、東京都で行

われた被害想定 3)、新宿区の帰宅困難者対策 4)について調

査し、現状における行政の取り組みを把握した。その後、

阪神・淡路大震災の被害事例をもとに京王線沿線の甲州

街道を対象に実際に歩き沿線評価を行った。主な調査内

容は、阪神・淡路大震災の被害を教訓に首都圏に同等ま

たはそれ以上の震災が起きた場合を想定し、帰宅経路が

どのような状況になるのかを、遭遇するものの種別・規

模、竣工年などから検証した。 

§３ 各自治体の地域防災計画と報告書 

 上記文献１-4）の中で帰宅困難者に関して調べた。東京都

では、通勤・通学地として他の地域から流入する人口が

多く、帰宅困難者に対する対策が大きな課題になってい

る。外出者数と帰宅困難者数の内訳 1,2)を表１に示す。 

表１ 外出者数と帰宅困難者数の内訳 
  東京都 新宿区 

外出者数 819 万人 71 万人 

通勤 227 万人 21 万人 

通学 80 万人 8 万人 

買い物等 64 万人 6 万人 

計 371 万人 35 万人 

新宿区では、都の対策をもとにさらに地域の特徴に注

目し検討している。新宿区は、乗降客数日本一の大ター

ミナル駅を有し、上述した大規模な集客施設等が集中し

ている。買い物、観光等で訪れていて、震災時に情報・

救援物資の提供や避難誘導等を受けることが難しく、ど

う行動していいか迷い、駅周辺や集客施設等で大きな混

乱が生ずる可能性が大きい。いわゆる「組織に属さない

帰宅困難者」である。帰宅方面別の内訳 4)を表２に示す。 

表２ 新宿区への帰宅方面別外出者数と帰宅困難者数 
  外出者数 帰宅困難者数 

東部方面 97,742 人 65,830 人 

西部方面 300,626 人 109,072 人 

南部方面 141,109 人 78,437 人 

北部方面 175,868 人 96,956 人 

新宿区全体では、帰宅困難者が約 35 万人である。その

中で今回対象としているエリアの西部方面の帰宅困難者

は、多摩地区から約 11 万人で全体の約 1/3 とされている。 

§４ 沿線の特徴と過去の被害事例 

首都圏に大地震が発生すると、建物や道路、橋の倒

壊・落橋などの物的被害、人的被害が予想される。そこ

で、新宿駅から帰宅支援対象道路に指定されている甲州

街道を利用して自宅までを徒歩で帰宅するにあたり、ど

のような状況が想定できるか、沿線の特徴を決める施設

等を抽出し阪神・淡路大震災の被害事例をもとに検証を

行った。検証した結果を表３に示す。 

表３ 沿線の特徴を決める施設等 
○建物倒壊、落下物 ○給水所、浄水所 ○飛行場 

○高架橋 ○工場 ○変電所 

○横断歩道橋 ○橋 ○道路幅員 

○ガスタンク ○スタジアム ○鉄道、モノレール 
 

4.1 建物倒壊、落下物  阪神・淡路大震災では発生時

刻が早朝のため被害が少なかったが、時間帯によっては

物的・人的被害が懸念されている。新宿駅周辺には、高

層ビルが密集していて、日々多くの人が行き交っている。

その中で、大地震が発生した場合、看板の転倒や窓ガラ

ス・建具などの落下により屋外での人的被害がかなり大

きくなると考えられる。竣工年別にみると、約 1/3 の建

物 5)が建築基準法改正(1981 年)前に建てられたもので、

倒壊や窓ガラスの飛散、建具の落下の危険性がある。 

4.2 高架橋  阪神・淡路大震災では、阪神高速道路神

戸線(1966 年開通) 6)の高架橋が約 635m にわたり横倒しに

なった。7)沿線では、首都高速道路(1964～1973 年開通)8)

と中央自動車道(調布 IC：1967 年開通/国立府中 IC：1967

年開通、2004 年立体化) 9)の高架橋がある。阪神・淡路大

震災以降、順次補強されていることから落橋・倒壊まで

至る危険性は低いものと判断できる。 

4.3 横断歩道橋  新宿から高井戸 IC 手前まで(約

7.5km)は、首都高速道路が甲州街道の上を走っている。

その間には、約 17 本の歩道橋がある。阪神・淡路大震災

では、被災した横断歩道橋は少なく、現状の標準的な構

造は阪神・淡路大震災相当の地震に対して耐震性が確保
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されているものと考えられる。10)  

4.4 ガスタンク  阪神・淡路大震災では、激震地区に

あった球形ガスホルダーに被害は全くなかった。その他、

震源に近い場所にあるガスホルダーも被害はなかった。11)

沿線にある世田谷整圧所のガスホルダーは、同様の形状

であり相当の地震に耐えるものと推定できる。 

4.5 給水所、浄水所  阪神・淡路大震災では、約 130

万戸に断水が生じた。12)東京都では、都内 194 箇所の給水

拠点があり、特別区や市町と協力し応急給水活動を行う

ことになっている。給水拠点はおおむね半径 2km の範囲

内に確保されている。表４の沿線周辺にある給水拠点 13)

が 10 箇所あり徒歩で帰宅する際に重要な拠点となる。 
 

表４ 沿線の給水拠点 
○都立代々木公園（渋谷区） ○上石原浄水所（調布市） 

○淀橋給水所（新宿区） ○若松浄水所（府中市） 

○和田掘給水所（世田谷区） ○幸町浄水所（府中市） 

○和泉水圧調整所（杉並区） ○谷保浄水所（国立市） 

○仙川浄水所（調布市） ○三沢配水所（日野市） 
 

4.6 工場  沿線には、キューピー仙川工場 14)と中河原

工場があり、原料のオイルを貯蔵するタンクがある。想

定以上の大地震が発生した場合、タンクに亀裂が入った

り、倒壊した場合に火災の危険性が生ずる。その際には、

工場周辺を通る甲州街道、鎌倉街道が通行不能となり迂

回の可能性が出る。また、日本電気府中事業所は府中市

の広域避難場所であり 15) 、NEC 中河原技術センター16)も

含め業務内容から火災の危険性は低いと判断できる。 

4.7 橋  阪神・淡路大震災では、橋脚の被災は躯体の

損傷(ひびわれ、鉄筋の座屈、破断)が主であり、橋台の

主な被害は、橋自身の沈下・移動、躯体のひびわれなど

であった。10)小さい川では、両側の石積み護岸が崩壊した。

沿線の大きい橋は、関戸橋(下り車線：1937 年/上り車

線：1971 年) 17)、石田大橋(2003 年) 18)、新井橋(1997 年) 

19)であり、関戸橋以外は比較的新しい橋のため大きな被害

の可能性は低い。関戸橋は、橋脚部分の耐震補強がなさ

れているが、全体的に老朽化しているため想定規模以上

の場合は、落橋・倒壊の危険性が危惧される。 

4.8 スタジアム  味の素スタジアム(2000 年竣工) 20)は、

調布市の広域避難場所 21)になっているが、サッカーやコ

ンサート等の開催時の発生の場合は、混乱が予想される。 

4.9 飛行場  調布飛行場(1941 年開設) 22)は、離島航空

路線の拠点であるほか、防災・医療・消防などの緊急活

動にも使用されている。東京都では、広域輸送基地の中

の航空輸送基地に指定している。 

4.10 変電所  阪神・淡路大震災では建物被害はあった

ものの電力供給に支障をきたすような大きな被害はなく、

火災の被害もない。11)沿線の変電所付近を通過する際の徒

歩帰宅には影響は小さいものと考えられる。 

4.11 道路幅員  阪神・淡路大震災では、幅員 8m 以下

のほとんどの道路で車両の通行が不可能となった。10)今回

の対象経路の中では、幅員 8m 以下の道路はなく道路閉塞

の危険性は低いものと考えられる。 

4.12 鉄道、モノレール  京王線中河原駅(1925 年開業

/1974 年高架化) 23)は、建築基準法改正前の施工であるが、

すでに耐震補強されており倒壊まで至る危険性は小さい

ものと判断できる。多摩都市モノレール(2000 年開業) 24)

は、比較的新しいものであり、同様に危険性は低い。 

§５ おわりに 

沿線の高架橋や橋、陸橋は、阪神・淡路大震災以降に

耐震補強されたものや、最近の施工も多く、想定以上の

大地震が発生しない限り、大きな倒壊・落橋の危険性は

低いと考えられる。甲州街道の道路幅員は帰宅支援対象

道路に指定されていることもあり、12ｍ以上の幅が確保

されている。その他の利用道路もほぼ同様である。  
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